
東日本大震災における消防団活動活動報告③

山田町消防団第 10分団分団長の大石です。今回、
私たちが東日本大震災において経験した消防団活動
を、全国の消防関係者の前で発表することが、皆さ
んの、今後の活動に少しでもお役に立てればと思い、
発表することにしました。よろしくお願いします。
はじめに、私達が住んでいる山田町の位置につい

てですが、山田町は、岩手県沿岸のほぼ中央に位置
しております。主な産業は、カキ・ホタテ・ワカメ
等の養殖漁業と、鮭漁を中心にした水産業です。私
も、カキとホタテの養殖棚を 15台所有しておりま
したが、津波ですべて流されてしまいました。
山田町の町制施行は昭和 30年３月１日で、山田町・
豊間根村・大沢村・織笠村・船越村が合併し、新山
田町が発足しました。面積は 263km2、人口は１万
9461人、世帯数は 7210世帯です。
山田町消防団の概要についてですが、消防団は、

昭和 30年３月に町が合併したことで、各地区の消
防団も統合され、15の分団 650人をもって山田町消
防団が発足しました（図 02）。その後、昭和 40年の
条例改正により、13分団 400人の定員数をもって組
織され、現在にいたっています。平成 23年７月１
日現在の実員数は 347人で、充足率は 86.75％となっ
ております。
私が住んでいる大沢地区は、袴田・川向・山谷・

新開地・上条・中条・下条・浜川目と８つの行政区
に分かれております。人口は 2219人、世帯数は 727
世帯で、多くの家庭が漁業関係の仕事をしておりま
す。また、団員の殆どが漁業に従事しており、その
関係で、災害発生時は高い参集率であります。団員
数は、ここ数年来 30人と、定員数の 100％です。
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導です（図 03）。この活動については、毎年、町の
総合防災訓練で実施しておりますし、年に数回、津
波注意報・警報が発表されますので、迅速に対応し
ました。
２つ目は、津波襲来後の活動で、このことは今ま
で全く経験したことがなく、津波によって破壊され
た建物の瓦礫が広範囲にわたり散乱し、消火活動や
救助活動の妨げとなりました。
特に、安否不明者の捜索活動にあっては、破壊さ
れた建物の瓦礫の中からの捜索ということで、長期
間に及び苦労しました。
水門門扉閉鎖活動ですが、各水門、門扉ごとに担
当者を割り当てており、屯所より遠い所から閉鎖し
てきて、最後に屯所に集合し、全閉鎖を確認するよ
うにしています（図 04）。全閉鎖は、毎回８分ぐら
いで完了しております。３月 11日も約８分で完了
しました。
門扉閉鎖活動です（図 05）。この門扉の高さは 4.8m
で、海面から約 6.4mになっております。門扉には、
非常用の小さい扉が付いています。また、門扉脇の
防潮堤には、非常用の階段も付いています。
避難誘導についてですが、山田町地域防災計画に
より、地区ごとに避難場所・避難所が示されており
ます。
毎年実施される山田町総合防災訓練においても、
各地区の皆さんは、指定された避難場所及び避難所
に避難しておりますので、経路については、把握し
ておりました。
車両の避難についてですが、消防ポンプ自動車は、
住民の方々を避難誘導しながら、避難所の「ふるさ
とセンター」に避難しました。また、団員の自家用
車も高台の広場に避難させました（図 06）。
津波襲来時の写真です（図 07）。この写真は、住

被災前の大沢地区西側は、国道 45号が南北に走っ
ており、国道の両側には、チェーン店のスーパーマー
ケットや衣料品店、ホームセンター等が建ち並んで
いました。
被災前の大沢地区中央は、住宅が密集しており、

県道が東西に走っています。県道の南側には、防潮
堤が並行して作られており、すぐ漁港となっていま
した。
被災前の大沢地区東側は、埋め立て地で、漁業施

設が建ち並んでいました。
第 10分団が、岩手県及び山田町から管理委託さ

れている水門門扉の数は全部で 38施設です。その
中で、津波注意報 ･警報発表時に閉鎖する施設は、
水門が７施設、門扉が 16施設となっております。
それでは、本題の東日本大震災にかかわる活動内

容について、発表いたします。
東日本大震災にかかわる消防団の活動は、大きく

分けると２つになります。１つ目は、地震発生直後
の活動で、水門門扉の閉鎖と、住民の方々の避難誘
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ない日々が続きました。
津波浸水状況です（図 08）。この写真は、津波襲
来時の写真を撮影した方が、高台に避難して撮影し
たものです（図 09）。
救助活動については、津波が浸水した区域では、
住宅の２階や屋根に救助を求める方々がいました
が、津波の水がなかなか引かなかったので、救助活
動にはただちに取り組めませんでした。津波の水が
引けてから、瓦礫の上を歩いて救助に向かい、要救

民の方が高台から撮影したもので、防潮堤をはるか
に越える津波であったので、撮影者はさらに高いと
ころに避難したそうです。
津波は、大沢地区の住宅の半分以上を飲み込んで

しまいました。団員の殆どが住宅をなくし、被災後
５日間は、２台の消防車両で仮眠をとりながら、消
防団活動を実施しました。また、大沢地区が孤立し
たため、燃料を調達できず、エンジンを止めての車
内仮眠となりました。東北の春は遅く、寒くて眠れ

図 06
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に高いところにある林道を経由して、もうひとつの
避難所になっている「大沢小学校」の脇を通り、津
波が浸水した所より上の道路にポンプ車を止めまし
た（図 10）。
現場到着時、火災は延焼中でした（図 11）。この
写真は、付近の住民の方が撮影したものです。写真
中央に折り重なっています多数の車両は、黄色の屋
根のカーショップから、流されてきたものです。
現場到着から放水開始、そして鎮圧までの活動で

助者を背負って避難所まで搬送しました。
浸水した津波が、徐々に引けていく写真です。
この写真は、避難所の「ふるさとセンター」に避

難した住民の方が撮影したものです。
消火活動についてですが、津波襲来後間もなく、

津波浸水区域内で火災が発生しました。避難所にい
た団員の中から、留守番５人を残し 25人で、津波
浸水区域を避けて現場に向かいました。
現場への経路は、「ふるさとセンター」よりさら
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上でのホース搬送については、大変苦労しました。
しかし、軽量のホースを整備していたので、その点
は助かりました。また、今回あらためて、防火水槽
の大切さをしみじみと感じた火災現場でした。
火災鎮火の写真ですが、焼失した建物の周りには、
津波で押し流されてきた、瓦礫が散乱しておりまし
た（図 13）。後から現場を見て、よくこの瓦礫の上
をケガもしないで、迅速に消火活動ができたものと
思っています。
消防隊は、自分たちしかいないという必死の思い
もあったのでしょう。
次に、捜索活動についてですが、津波による瓦礫
により道路が寸断され、大沢地区が孤立した状態と
なりました。そのような状況下で、｢ふるさとセン
ター｣ に避難していた大沢地区コミュニティの会長
から、安否不明者の捜索の指揮を消防団に委ねられ
ました。そこで、団員が居住していた行政区ごとに
団員を割り当て、安否不明者名簿を作成し、捜索を
開始しました。このことが、後々、ご遺体を発見し
たときに、身元不明者を殆ど出さなかったよい結果
となりました。
警察との連携についてですが、発見したご遺体は、
発見場所・服装・顔を関係者に確認していただき、

すが、現場において、最初に行ったのは、水利の確
保です（図 12）。津波により建物は倒壊し、風景は
様変わりしていました。それでも、津波浸水前の建
物のイメージがしっかりと頭の中に残っていたの
で、瓦礫の中から防火水槽を迅速に探し出すことが
できました。そこへ、小型動力ポンプを部署し、瓦
礫の上をホース延長しました。そして分水器を使用
して、出火建物の南北に筒先を配備し、限られた水
量を有効に活用し鎮圧しました。足元の悪い瓦礫の

図 13

図 12
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遺体を発見し収容しました。この捜索活動をひとつ
の区切りとして、消防団による捜索活動を終了しま
した。
大沢地区西側の被災前の写真です（図 15）。次に、
大沢地区西側の被災後の写真です（図 16）。この辺に、
私の家がありました。後日、この辺まで流れている
のを、発見しました。
大沢地区東側の被災前の写真です。ここが、第 10

分団の屯所です。
次に、大沢地区東側の被災後の写真です。ここが、
第 10分団の消防屯所があったところです。ここに
ある漁船は、私の船で、津波に流されて防潮堤を乗
り越えてきたようです。見るのが、とても辛かった
です。
大沢地区被災状況の航空写真です。写真中央の２
階建ての白い建物が、避難所の「ふるさとセンター」
です。その左上の山際に建っている２階建ての建物
が、もうひとつの避難所の「大沢小学校」です。
火災出動時の経路について、もう一度説明いたし

身元が判明した場合、身元を示したタグを付けて、
避難所に一時安置しました。このとき、ご遺体を覆
うものが何もなく、避難所のカーテンをはずして使
用しました。このときは、何とも言いがたいものが
ありました。その後、警察に連絡して引き渡し、警
察が町の指定安置所に搬送しました。
これが、実際に捜索に使用したタグです（図 14）。

すべて手作りです。紙も、ヒモも、避難所の「ふる
さとセンター」にあったものを使用しました。
また、捜索活動において、団員疲労の軽減をはか

るためローテーションも考えましたが、避難所にい
る、住民の方々の捜索にかかる要望が強く、団員を
休ませることができませんでした。
自衛隊との連携についてですが、３月 15日から

自衛隊が大沢地区に入り、本格的な捜索が開始され
ました。団員は自衛隊とともに行動し、ご遺体が発
見されれば、安否不明者名簿と照らし合わせて、避
難所にいる身元関係者と思われる方を発見現場に案
内し、身元の確認を迅速に行いました。
２週間後、雪や低温で殆どの団員が体調を崩した

為、１日休みを取ることにしました。私はその時、
まだ兄が行方不明だったので、ひとりで捜索に行こ
うとしたら、団員が自主的に捜索に参加してくれま
した。お陰様で、その日に兄を発見することができ
ました。団員には、非常に感謝しております。
捜索活動は、１ヶ月以上続きました。ご遺体の発

見も少なくなり、団員の肉体的・精神的疲労も蓄積
してきたことから、４月 17日の日曜日に、地元漁
民の協力により漁船 40艘にて、大沢地区海岸の一
斉捜索を実施しました。参加人員は、地元の漁民、
隣接の消防団員等約 500人で、陸上と海上に分かれ
て捜索を実施しました。捜索の結果は、津波より破
壊され折り重なった、養殖用イカダの中で１名のご

図 15図 14
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「ふるさとセンター」の敷地内に青空駐車し、２階
の一部が 10分団の仮詰所となっております。
消防活動における教訓は、消防団の特性である地
域密着性、要員動員力、即時対応力を有効に活用出
来たことです。また、瓦礫により道路が寸断され大
沢地区が孤立し、分団独自の判断と行動となった状
況下において、分団で所有していたトランシーバー
が有効に活用されました（図 21）。
地域密着性においては、団員が管轄区域内に居住

ます。火災現場はここです。現場には、津波浸水区
域を避けて、「ふるさとセンター」よりさらに高い
ところにある林道を経由して、「大沢小学校」の脇
を通り、津波が浸水した所より上の道路にポンプ車
を止めて、消火活動を開始しました。
消防屯所の被災状況の写真です（図 20）。建物は、

基礎しか残っていません。飴のようにねじ曲がって
いる銀色の物体は、ホース乾燥塔です。
現在、消防ポンプ自動車及び広報車は、避難所の

図 17 図 18

図 19
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今回、東日本大震災における消防団活動において、
有効に活用されたのがトランシーバーです。このト
ランシーバーは分団独自で整備したもので、火災現
場等において、筒先と車両の通信手段として活用し
ておりました。しかし、今回の大震災では、津波被
害により防災行政無線のパンザマスト（鉄塔）が破
壊され、役場及び消防署が被災し、道路が寸断され、
大沢地区が孤立状態となりました。その状況下での、
消火活動・救助活動・捜索活動等、さまざまな面で
トランシーバーが有効に活用されました。
写真のトランシーバーのほかに、５機の新しいト
ランシーバーがありましたが、消防屯所に置いてい
たので、津波に流されてしまいました。その５機が
残っていれば、活動にもっと貢献したものと思って
います。
以上で、私の発表を終わります。

していたので、安否不明者の捜索に関わる行政区ご
との名簿作成にあたり、団員を居住行政区の担当に
割り当てました。このことは、顔の見える関係が構
築されていたので、各家庭の被災時の家族構成まで
把握できました。
要員動員力については、団員の殆どが漁業者で、

消防屯所の近くで仕事をしておりました。このこと
から、地震発生後間もなく、全団員が消防屯所に集
合できました。今までの火災出動等においても、10
分団は常に高い参集率でありました。
即時対応力については、団員は日頃の訓練により、

災害対応の技術と知識を習得しており、水門門扉を
迅速に閉鎖し、瓦礫の中からピンポイントに防火水
槽を捜し出すことができました。このことは、日頃
の訓練の積み重ねと、地元の地水利を正確に把握し
ていたからこそ、できたことです。

図 21図 20
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